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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

生活と権利を守る全国税に加入生活と権利を守る全国税に加入をを

第 2000号 2013年 9月 25日

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

　
白
を
ダ
メ
ヅ
マ
リ
に
し
て

無
条
件
で
仕
留
め
ま
す
。

（
5
分
で
二
、
三
段
以
上
）

　
月
１
日
に
は

１０首
相
は
消
費
税

率
引
き
上
げ
表

明
を
す
る
と
の

こ
と
。
経
済
条

項
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
と
の
判
断
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
▼
首
相
が
長
期
的

に
こ
の
国
を
ど
こ
へ
向
か
わ

せ
る
か
も
重
要
問
題
で
あ
る

が
来
年
４
月
時
点
の
短
期
的

経
済
見
通
し
も
問
題
で
あ
り

大
き
な
疑
問
が
あ
る
▼
消
費

者
、
雇
用
者
か
ら
み
て
物

価
、
賃
金
、
消
費
の
状
況
・

数
値
は
改
善
が
な
い
ま
ま
見

切
り
発
車
す
る
の
だ
と
見
ざ

る
を
得
な
い
。
予
定
さ
れ
て

い
る
補
正
予
算
・
経
済
対
策

も
従
来
型
の
大
企
業
優
先
、

公
共
投
資
優
先
の
内
容
と
報

道
さ
れ
て
い
る
▼
賃
金
の
改

善
が
な
い
ま
ま
消
費
税
が
上

が
れ
ば
、
そ
の
後
の
景
気
悪

化
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か

で
あ
る
。
公
務
員
に
と
っ
て

賃
下
げ
特
例
法
が
終
了
し
た

と
し
て
も
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た

り
の
状
況
が
す
ぐ
そ
こ
に
来

て
い
る
と
み
る
し
か
な
い
。

賃
下
げ
反

賃
下
げ
反
対対
の
旗
は
下
げ

ら
れ
な
い

　5万6千人の職員の未来のため

組
合
差
別
の
な
か
財
務
キ
ャ
リ
ア
と

　
　
　
　
　
　
　
闘
い
続
け
た
　
年
間
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機
関
紙
「
全
国
税
」
は
今
号
で
2
0
0
0
号
の
発
行
に
な
り
ま
す
。

　
機
関
紙
を
通
じ
全
国
税
の
闘
い
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
飛

躍
を
め
ざ
す
こ
と
が
、
こ
の
職
場
を
ゆ
と
り
と
誇
り
の
持
て
る
も
の
に
し
ま
す
。

　
全
国
税
へ
の
加
入
と
支
持
を
引
き
続
き
訴
え
ま
す
。

連
続
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
　
こ
の
間
、
全
労
連
・
国
公

労
連
と
三
者
連
名
で
「
税
制

改
革
の
提
言
」
を
財
務
大
臣

に
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
究
成
果
を
毎
年

「
税
金
パ
ン
フ
」と
し
て
発
行

し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
一
部
千

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
お

労
働
強
化
反
対
の
闘
い

　
国
税
労
組
系
の
組
合
は
作

ら
れ
た
経
過
か
ら
も
、
当
局

と
対
峙
で
き
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

 　
当
局
が
推
し
進
め
て
き

た
日
曜
開
庁（
閉
庁
日
対
応
）

に
も
賛
成
し
て
い
ま
す
。

　
改
正
通
則
法
、
徴
収
シ
ス

テ
ム
2
年
目
、
管
理
運
営
の

事
務
運
営
の
あ
り
か
た
、
消

費
税
増
税
、
共
通
番
号
制
導

入
な
ど
に
よ
り
新
た
な
労
働

強
化
は
必
至
の
状
況
で
す
。

政
府
税
調
に
申
入
れ

　
税
研
集
会
は
今
年
で
　
回
52

ら
だ
け
甘
い
汁
を
吸
う
幹
部

は
許
せ
ま
せ
ん
。

　
長
期
に
わ
た
る
公
務
員

バ
ッ
シ
ン
グ
が
続
き
、「
賃

下
げ
」
延
長
、
定
員
削
減
な

ど
が
引
き
続
き
狙
わ
れ
て
ま

す
。
全
国
税
は
賃
下
げ
違
憲

訴
訟
に
勝
利
す
る
こ
と
が
、

民
間
へ
の
波
及
や
、
こ
れ
以

上
の
バ
ッ
シ
ン
グ
を
阻
止
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

数
の
ポ
ス
ト
発
令
を
勝
ち

取
っ
て
き
ま
し
た
。

賃
下
げ
反
対
の
闘
い

　
国
税
労
組
系
の
組
合
は
職

員
の
声
も
聞
か
ず
賃
下
げ
に

同
意
し
ま
し
た
。
当
時
の
委

員
長
は
そ
の
後
、
関
信
局
の

幹
部
に
出
世
し
ま
し
た
。

　
組
合
員
に
賃
下
げ
に
よ
る

負
担
増
を
強
い
な
が
ら
、
自

犯
罪
労
務
政
策
と
の
闘
い

　
大
蔵
省
（
財
務
省
）・
国
税

庁
当
局
に
よ
る
激
し
い
弾
圧

と
組
織
破
壊
・
分
裂
攻
撃
と

た
た
か
い
続
け
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。

　「
誰
で
も
退
職
ま
で
に
６

級
ポ
ス
ト
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
財
務
金
融
共
同
行
動
や
各

地
で
の
闘
い
を
通
じ
、
一
定

機関紙から見る歴史

主な出来事と機関紙記事西暦

 安保闘争、国税通則法制定反対闘争に当局から攻撃。
 第1回税研集会（鎌倉）、山の集い（槍・穂高）開催。

 1960

 原長官の訓示により関信局から組合分裂攻撃が始ま
 り、国税会議結成。

 1962

 特（三）ポスト（現在の6級ポスト）に3名発令。 1981
 沖縄国公労全税支部と協議会結成。 1985
 「全国国税局総二担当官研修会議」の会議資料を摘発。 1989
 組合差別解消を求め、人事院への行政措置要求を行
 う。その後（92年）、元高松国税局総務2係長の三
 浦祥夫さんが、事実だと証言に立つ。

 1990

 人事院、要求棄却の不当判定。
 「過去においてまったく 行われていなかったかどう
 か確かな心証を得ることはできなかった」。

 1994

 『あきらめないでお父さん』(北海道地連)発表。 1998
 組合員に統括官発令。 1999
 上席からの統括官発令勝ち取る。
 内示日5日前から1週間前に。

 2000

 組織レク・労働慣行・48時間研修はく奪。ＫＳＫ全
 国展開。

 2001

 諸手当改悪。賃下げ4月遡及、退職手当削減閣議決
 定。

 2002

 国公労連、賃下げ・不利益遡及に対し東京地裁へ提訴。 2003
 寺澤長官「日曜開庁」強行。 2004
 昼休みの勤務時間管理実施、内部事務一元化試行。 2005
 巡回方式、ハイカウンター導入。
 所得税申告書の全件入力。

 2006

 人事評価制度、職場の2割に実施。 2007
 昼休み相談開始。永年表彰見直し。 2008

 内部事務一元化、全署拡大。顧問先斡旋廃止。 2009

 日曜開庁本格実施。非常勤職員の雇用改善。 2010

 東日本大震災で緊急申入れ書提出。
 非常勤職員雇止め一部阻止。

 2011

 賃下げ違憲訴訟提訴。徴収システム導入。
 国税通則法改正による試行実施。

  2012

署
名
提
出
行
動
で
の

粟
田
原
告
の
発
言

　
私
は
全
国
税
の
原
告
4
名

の
内
、
近
畿
の
代
表
と
し
て

原
告
に
な
り
ま
し
た
。

　
職
場
の
労
働
条
件
の
改
善

に
向
け
て
、
ま
た
、
ま
じ
め

に
働
い
て
き
た
　
年
間
を
全

３５

面
否
定
さ
れ
た
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
法
治
国
家
、
民

主
主
義
の
国
と
は
思
え
な
い

今
回
の
賃
下
げ
で
す
。

　
税
務
署
で
は
賃
下
げ
に
同

意
し
た
別
の
組
合
が
あ
り
ま

す
が
、
私
の
系
統
部
門
で

は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
今
回

提
出
し
た
署
名
に
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。
職
場
の
声
を

無
視
し
た
合
意
で
す
。
決
し

て
職
員
は
認
め
て
い
ま
せ

ん
。　
８
月
　
日
、
大
阪
梅

２６

田
の
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
前
で

宣
伝
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

マ
イ
ク
宣
伝
だ
け
で
署
名
し

9
月
　
日
第
6
回
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
口
頭
弁
論
が
東
京
地
裁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

１９

は
高
橋
浩
司
原
告
（
関
信
）
粟
田
育
治
原
告
（
近
畿
）
の
他
、
長
谷
川
健
さ
ん
（
近
畿
）

も
上
京
し
、
昼
休
み
地
裁
前
集
会
、
署
名
提
出
行
動
、
報
告
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

近
く
の
組
合
員
、
ま
た
は
本

部
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

引
き
継
が
れ
る
イ
ベ
ン
ト

　
山
の
集
い
は
、
今
年
で
　52

回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
来
年

は
新
潟
県
の
妙
高
山
・
火
打

岳
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
山
男
・
山
ガ
ー
ル
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全
国
税
は
「
公
務
員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」
の
公
正

な
判
決
を
求
め
る
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
職
場
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

て
く
れ
る

府
民
が
い

ま
す
。
私

た
ち
の
主

張
が
正
当

だ
か
ら
で

す
。
　
ぶ
れ
る

こ
と
な
く

公
正
な
判

断
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

2 000 特号 号集
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今
年
の
第
　
回
山
の
集
い

52
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こ
の
ま
ま
で
は
 

　
　
　
管
運
部
門
が
崩
壊

退
職
で
ノ
ウ
ハ
ウ
が
枯
渇

　
　
　【
北
海
道
地
連
】

　
内
部
事
務
一
元
化
が
５

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
職
場
か
ら
は
「
　
歳
50

台
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
退

職
す
る
頃
に
は
、
管
理
運

営
部
門
は
崩
壊
す
る
の
で

は
」と
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

移
入
上
席
で
現
状
維
持

　
今
年
の
管
運
部
門
へ
の

異
動
を
見
る
と
、
発
令
数

の
３
割
を
他
系
統
か
ら
移

入
さ
せ
て
い
ま
す
。
上
席

層
が
半
数
を
超
え
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
縦
割
り
業

務
の
能
力
を
維
持
さ
せ
る

た
め
、
他
系
統
に
依
存
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

４
年
間
新
人
配
置
な
し

　
Ｈ
　
年
６
月
に
普
通
科

21

　
期
が
管
徴
一
部
門
に
２

68

名
配
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

以
降
４
年
連
続
で
新
人
の

配
置
が
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
専
科
採
用
者
は
、

翌
年
に
は
他
系
統
に
配
置

換
え
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
現
在
、
管
運
部
門
の
事

務
官
は
　
名
で
す
。
こ
の

32

う
ち
、
専
科
　
期
が
　
名

43

28

で
す
の
で
、
わ
ず
か
４
名

し
か
事
務
官
が
い
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
異
動
で
は
、
管

運
事
務
官
　
名
全
員
に
発

34

令
が
出
さ
れ
、
管
運
に
残

る
発
令
は
１
名
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

プ
ロ
パ
ー
育
成
急
務

　
元
管
理
業
務
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
継
承
す
る
新
人
が
配

置
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
元
管
理
部
門
の

職
員
は
い
な
く
な
り
、
プ

ロ
パ
ー
が
育
成
さ
れ
な
い

中
で
ノ
ウ
ハ
ウ
は
消
え

去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

〈
解
答
〉黒
1
の
ホ
ウ
リ
コ
ミ

が
好
手
。
白
2
に
黒
3
、
5

で
白
死
で
す
。
黒
1
で
4
は

白
2
で
コ
ウ
。
ま
た
黒
1
で

イ
も
白
2
黒
5
白
3
で
コ
ウ

に
な
り
失
敗
で
す
。

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

一人の死・病者も出さない職場に
各
大
会
発
言

　
各
地
の
パ
ワ
ハ
ラ

　
北
陸
地
連
大
会
号
転
載

■
退
職
１
年
前
の
職
員
に
対

し
、
遠
隔
地
配
転
さ
せ
る
な

ど
嫌
が
ら
せ
が
目
立
つ
。
局

長
は「
労
苦
に
報
い
る
人
事
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
相
反
し

て
い
る
。
ま
さ
に
中
高
年
い

じ
め
で
は
な
い
か
。

■
今
年
の
再
任
用
者
は
新
規

　
名
、
更
新
　
名
の
計
　
名

１６

１７

３３

と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
再
任

用
者
の
話
で
は
、
職
場
は
希

望
外
の
遠
い
署
、
仕
事
も
希

望
外
ら
し
い
。
こ
れ
で
は
最

初
か
ら
や
る
気
も
失
せ
る
の

で
な
い
か
。
再
任
用
者
の
勤

務
地
と
仕
事
の
希
望
を
尊
重

す
べ
き
だ
。

■
心
臓
疾
患
の
あ
る
職
員
を

何
年
も
遠
隔
地
署
に
配
置

し
、
退
職
近
い
職
員
を
嫌
が

ら
せ
の
よ
う
に
転
課
さ
せ
て

い
る
。

ひ
ど
い
上
司
と
再
度
一
緒

　
　（
関
信
地
連
大
会
発
言
）

①
昨
年
５
月
に
緊
急
入
院
し

８
月
に
復
職
し
た
が
、
部
門

の
統
括
官
は
以
前
病
気
で
休

職
中
に
「
あ
ん
た
が
ど
う
な

ろ
う
が
知
っ
た
こ
と
で
は
な

い
」と
暴
言
を
吐
い
た
人
で
、

ま
た
一
緒
に
な
っ
た
。
嫌
が

ら
せ
で
つ
ぶ
し
に
か
か
っ
た

の
か
と
思
う
く
ら
い
ひ
ど
い

一
年
だ
っ
た
が
、
今
年
の
発

令
で
解
消
し
た
。

②
今
年
の
面
談
で
は
「
う
つ

病
は
治
る
の
か
、
い
つ
に

な
っ
た
ら
治
る
の
か
」
と
、

尋
問
み
た
い
な
聞
き
方
を
さ

れ
た
。

北
海
道
地
連
大
会
号
転
載

○
Ａ
署
の
総
務
課
長
の
言
動

が
き
つ
く
て
問
題
だ
と
の
声

が
あ
る
。

○
Ｂ
署
の
統
括
官
も
大
声
で

叱
責
し
、
部
門
内
を
暗
く
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

東
北
地
連
本
部
大
会
発
言

　
空
白
分
会
の
あ
る
署
で
は

署
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
で
管
理
運

営
の
一
統
括
が
職
場
に
出
て

こ
な
く
な
っ
た
。
首
を
吊
る

寸
前
だ
っ
た
と
の
情
報
が
寄

機
関
紙
は
職
場
の
仲
間
と
の
架
け
橋

せ
ら
れ
た
。

　
全
国
税
が
空
白
の
職
場
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ

る
。

伊
藤
代
議
員
（
近
畿
地
連
）

　
南
大
阪
支
部
で
は
年
間
　24

号
の
機
関
紙
を
発
行
し
て
き

た
。
ウ
ラ
面
は
外
部
か
ら
転

載
す
る
が
、
オ
モ
テ
面
は
独

自
記
事
。

　
原
発
・
選
挙
・
憲
法
改
憲

の
問
題
を
職
場
の
仲
間
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
シ
リ
ー

ズ
化
し
た
。

　
職
場
の
話
題
を
コ
ラ
ム
で

取
り
上
げ
て
来
た
。

　
仲
間
の
一
言
を
集
め
る
こ

と
が
大
変
だ
っ
た
が
、
ほ
か

の
職
場
で
何
が
起
き
て
い
る

か
を
み
ん
な
知
り
た
が
っ
て

い
る
。

　来賓で挨拶された、はたやま和也日本共産党北海道委員
会副委員長（政策委員長）が、ご自身のブログ「はたろぐ」
で、北海道地連大会に参加された感想を述べていますので
転載します。（抜粋）

　
全
国
税
労
働
組
合

道
地
連
の
定
期
大
会

で
、
あ
い
さ
つ
に
伺

い
ま
し
た
。
資
料
を
い
た
だ

き
読
み
込
む
と
公
務
職
場
で

も
人
権
無
視
と
言
え
る
よ
う

な
状
況
の
広
が
り
に
驚
き
ま

し
た
。
　
例
え
ば
、
１
年
間

の
転
勤
率
（
転
居
を

伴
う
配
置
転
換
）
を

見
る
と
、
民
間
2
・

4
％
、
国
家
公
務
員

　
・
3
％
な
の
に
対

11し
、
札
幌
局
で
は

　
・
7
％
！

25　
ひ
と
り
親
家
庭

で
、
中
学
生
の
子
ど

も
の
こ
と
を
考
え
た

ら
転
勤
で
き
な
い
と

話
す
と
「
今
は
そ
ん
な
時
代

じ
ゃ
な
い
」
と
一
蹴
さ
れ
た

と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
長

期
間
、
同
じ
職
場
に
配
置
し

な
い
と
い
う
の
は
「
納
税
者

と
の
癒
着
防
止
」
が
理
由
の

一
つ
だ
そ
う
で
す
。

　
利
益
を
得
る
「
癒
着
」
で

は
な
く
、
苦
し
い
生
活
・
経

営
を
目
に
し
て
情
も
移
り
、

徴
税
の
手
が
鈍
っ
て
は
困

る
、
と
い
う
意
味
だ
と
私
は

理
解
し
ま
し
た
。

　
厳
し
い
徴
税
取
立
て
と
、

人
員
削
減
で
の
労
働
強
化
、

職
員
年
齢
構
成
の
い
び
つ
さ

か
ら
生
ま
れ
る
技
術
継
承
の

困
難
な
ど
、
業
務
の
多
忙
化

で
心
身
を
壊
す
職
員
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
で
は
、
国
税
庁
と
い

う
政
府
の
組
織
な
の
に
「
ブ

ラ
ッ
ク
」
な
の
で
は
？

　
い
ま
厚
労
省
が
お
こ
な

う
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
摘
発
」

に
、
ど
う
対
応
す
る
と
い
う

発
言
さ
れ
る
畠
山
来
賓
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独
法
管
理
の
廃
止
宿
舎
は

　
　
　
　
　
原
状
回
復
費
用
負
担
が
大
変

　
独
法
に
返
し
た
ら
独
法
が

宿
舎
過
剰
に
な
る
。
そ
の
先

は
廃
止
や
民
間
売
却
が
考
え

ら
れ
る
。
原
状
回
復
費
用
は

多
い
人
で
百
万
円
に
な
る
と

言
う
。
国
税
の
職
員
に
原
状

回
復
さ
せ
て
お
い
て
、
売
却

で
は
割
に
合
わ
な
い
。

本
部
大
会
発
言

本
部
大
会
発
言

国税の職場もブラック化！
北
か
ら
南
か
ら

パワハラは当局の責任でやめさせろ

加
藤
代
議
員
（
東
海
地
連
）

　
愛
知
支
部
の
中
村
分
会
で

は
年
間
３
０
１
号
の
機
関
紙

を
発
行
し
て
い
る
。

　
希
望
外
の
配
転
が
嫌
な
ら

全
国
税
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

と
訴
え
て
お
り
、
職
員
か
ら

も
「
本
当
で
す
か
」
と
、
反

応
が
あ
る

　本部・地連・支部大会は労働歌合唱で始まります。来賓の
方々からも、「労働歌合唱から始まる大会に感動」と共感されて
います。歌は古くとも、歌うことで全国税の先輩たちが築いて
きた、明るい職場や住みよい社会、平和を願う心はいまも生き
ています。（写真は第71回定期大会冒頭の様子）

全国税の大会での共通項

の
で
し
ょ
う
？

　
消
費
税
が
増
税
さ
れ
た
ら

特
に
中
小
零
細
企
業
を
中
心

に
、
ま
す
ま
す
納
税
職
場
は

矛
盾
が
広
が
る
で
し
ょ
う
。

　
私
か
ら
も
「
軸
が
ぶ
れ
ず

に
が
ん
ば
っ
て
き
た
、
全
国

税
の
み
な
さ
ん
の
出
番
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
仮
置
き
場
が
な
い
た
め
、

除
染
作
業
で
出
た
も
の
を

持
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
な

い
。
場
所
が
確
保
で
き
な
い

の
で
、
結
局
国
有
地
な
ど
の

公
有
地
が
仮
置
き
場
に
な
っ

て
い
る
。

　
福
島
税
務
署
の
向
い
は
元

刑
務
所
で
、
そ
こ
に
廃
棄
物

が
ど
ん
ど
ん
置
か
れ
て
、
知

ら
な
い
う
ち
に
仮
置
き
場
に

な
っ
て
い
た
。
４
、
５
か
月

前
か
ら
保
管
量
が
増
え
て
き

て
一
か
月
前
に
仮
置
き
場
で

す
と
い
う
看
板
が
立
っ
た
。

　
勝
手
に
置
い
て
い
っ
て
、

溜
ま
っ
て
か
ら
、
実
は
仮
置

き
場
で
す
と
い
う
の
は
、
周

辺
の
人
の
こ
と
を
考
え
て
い

な
い
。
場
所
は
国
の
土
地

で
、
塀
で
囲
ま
れ
て
い
る

が
、
税
務
署
の
上
の
階
か
ら

は
よ
く
見
え
る
。
健
康
に
影

響
が
な
い
の
か
不
安
だ
。
税

務
署
の
す
ぐ
隣
に
は
仮
設
住

宅
が
あ
り
、
浪
江
町
か
ら
避

難
し
て
き
た
人
が
住
ん
で
い

る
。
そ
の
す
ぐ
側
に
汚
染
物

の
仮
置
き
場
と
い
う
の
は
仮

設
に
住
ん
で
い
る
人
は
ど
う

思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
仮
置
き
場
の
隣
の
敷

地
も
、
木
を
伐
採
し
て

い
る
。
こ
ち
ら
も
仮
置

き
場
に
な
る
の
か
。

　
事
故
か
ら
二
年
た
っ

て
、
事
の
重
大
さ
が
だ

ん
だ
ん
わ
か
っ
て
き

た
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
い
る
な
ん
て
、
言

え
る
状
況
で
は
な
い
。

　
　
　（
東
北
地
連
発
）

福
島
税
務
署
の
向
い
に
汚
染
物
の
仮
置
き
場

第71回定期大会会場に貼りだされた全長７ｍにおよぶ
南大阪支部機関紙
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